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（注２）たとえば、B. C. Smith, Good Governance and Development（２００７, PalgraveMacmillan）を原稿
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提出締切日の前日に入手したが、本稿に生かすことはできなかった。本書は、先進各国およ
び国際的な援助機関がよいガバナンスを発展途上国援助の政治的条件とする傾向に対して、
よいガバナンスの共通要素として政治的説明責任、人権、法の支配、政治権力の分権化、政
治的多元主義、参加、腐敗の根絶、透明で説明可能な行政、効率的な公的管理、経済改革と
貧困対策を順にとりあげ、それらを援助の条件とすることの意義や結果を論じるもので、よ
いガバナンスと経済成長の関係を調べてはいないようだ。なお、日本語では、ガバナンス（な
いし制度）と経済発展（ないし開発）といった題の研究書は見当らない。
（注３）たとえば、バーナード・ルイス、臼杵陽監訳『イスラム世界はなぜ没落したか？』（２００３、
日本評論社）参照。
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